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　この度は入澤彩記念女性生理学者奨励賞を賜
り，大変光栄に存じます．これまで研究を指導し
て頂きました先生方をはじめ，本賞の選考委員の
先生方，そして生理学会の関係者の皆様に，この
場をかりて厚く御礼申し上げます．
　私はこれまで，出芽酵母をモデル生物として用
い，細胞が細胞外の物質を細胞内へと取り込む機
構である「エンドサイトーシス」について研究を
行ってきました．エンドサイトーシスは，ホルモ
ンや栄養物質の取り込み，シナプス小胞の細胞内
への再取り込み，また免疫応答，細胞シグナルの
制御，病原ウィルスの細胞への感染など様々な生
理現象に関与しています．また，エンドサイトー
シスにより細胞内に取り込まれた物質は，リソ
ソームへと輸送され分解を受けますが，一部はゴ
ルジ体や細胞膜など異なる輸送経路に輸送されま
す．このため，この輸送システムの破綻は，がん，
アルツハイマー病，免疫応答の異常など，様々な
病気に関与しています．
　私がポスドクとしてこの研究に取り組み始めた
当時，エンドサイトーシス過程には被覆タンパク
質であるクラスリンをはじめ多くのタンパク質が
関わることは分かっていましたが，其々のタンパ
ク質の具体的な役割についてはあまりよく分かっ
ていませんでした．そこで，私は出芽酵母の接合
フェロモンである α-factor に蛍光分子を付加する
ことにより，酵母のエンドサイトーシス過程をリ
アルタイムに追跡することができる新しい蛍光分

子マーカー（蛍光 α-factor）を作製しました．こ
の蛍光 α-factor は，現在に至るまで出芽酵母の受
容体依存的エンドサイトーシスの唯一のマーカー
として多くの研究に用いられています．この蛍光
α-factor を用いたイメージング解析により，エン
ドサイトーシスの積荷がクラスリン小胞と共にア
クチン骨格依存的に細胞内へ取り込まれることを
明らかにしました．また，取り込まれた小胞が最
初に輸送される（当時はエンドソームと思ってい
た）区画が，クラスリン小胞の取り込まれるタイ
ミングに合わせてエンドサイトーシス部位に向
かって能動的に移動することを発見しました．こ
の新しい現象についてはさらに解析を進め，最近
の研究で，この区画がトランスゴルジ網内の特定
領域に局在することを明らかにしました．興味深
いことに，この区画にはエンドサイトーシス経路
を経て細胞膜へとリサイクルされるタンパク質も
局在することが分かり，この区画がエンドサイ
トーシス経路とリサイクリング経路の選別を行っ
ている可能性が示唆されました．現在は，この初
期/選別区画がどのように形成・維持されるのか，
またどの様にして選別が行われているのか，につ
いて研究を進めています．
　エンドサイトーシス過程の分子機構について
は，哺乳類Eps15 のホモログである Pan1 という
タンパク質の機能解析を中心に研究を行ってきま
した．Pan1はクラスリン小胞の形成に関わる因子
で，アクチン重合促進機能があります．以前の研
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究で，Pan1がリン酸化されるとアクチンの重合機
能は抑制されることを見出し，これがエンドサイ
トーシスの終了過程において重要であることを明
らかにしました．また，Pan1がクラスリン小胞と
アクチン細胞骨格を繋ぐ役割を果たしていること
も明らかにしました．興味深いことに最近の研究
で，ラパマイシン誘導型ヘテロ二量体化法を用い
て Pan1p をペルオキシソーム上に異所的に局在
化させたところ，本来であれば細胞膜で起こるは
ずのクラスリン小胞形成の中～後期過程が，ペル
オキシソーム上で再現されることを明らかにしま
した．これらの結果は，Pan1がエンドサイトーシ
ス進行のための鍵となる因子であることを示唆し
ています．現在は，Pan1自身がどのようにエンド
サイトーシス部位にリクルートされるのか，さら
にそもそもエンドサイトーシスが細胞膜のどこ
で，どのようにして開始されるのか，について研
究を進めています．
　最後になりましたが，九州大学大学院博士課程
在学中に，研究のご指導をして下さった平野勝也

先生（現・香川大学医学部教授）に深く御礼申し
上げます．今回の受賞を励みに，これまでの研究
を更に深めていくと共に，今後の生理学の発展や，
次世代の女性研究者の育成に少しでも貢献できる
ように努力したいと思います．
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